
今夏の電力需給の概要について

平成24年9月14日

東京電力株式会社



平成24年７，８月の気象状況

今夏７～８月の月平均の最高気温
（※）
は、平年を上回ったものの、記録的猛暑となった

平成22年を下回る水準
最大電力発生日（上位３日間平均）においては、平年や平成22年の気温を下回っており、
突出した高気温があまり発生しなかったことが今夏の特徴
※最高気温は、当社営業エリア内の加重平均値
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※日々の最大電力のうち、月間の上位３日間の最高気温平均値

（℃）

７月 ８月 ７月 ８月

H24 30.1 33.1 34.8 34.7

H23 31.1 31.2 34.0 35.7

H22 31.5 33.4 35.9 35.7

平　年 29.1 30.9 34.9 34.9

H23差 ▲1.0 1.9 0.8 ▲1.0

H22差 ▲1.4 ▲0.3 ▲1.1 ▲1.0

平年差 1.0 2.2 ▲0.1 ▲0.2

最大電力発生日
（上位３日間平均※）

月平均

＜7，8月の最高気温の推移（当社営業エリア内加重平均）＞

（関東甲信地方）



今夏の需給状況

７，８月の最大電力は、８月30日（木）に記録した5,078万kW（当社営業エリア内加重平均
気温：35.0℃。供給力：5,453万kW）

前年度実績（８月18日（木）4,922万kW、同36.0℃）を156万kW上回る
また、同日、７，８月を通して、使用率が最大の93％を記録
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今夏最大発生日の需給状況

需要は当初見通しを下回ったものの、電源の計画外停止や水力の減により使用率は
93％を記録

３

000（応援融通再掲）

・一般水力の流入減等▲107780887他社受電

011地熱・太陽光

・水位低下による減▲6844850揚水※

・自流式水力の増5135130水力

・補修(鹿島1号,富津4-2号,  
千葉3- 1号)等

▲2103,6933,903火力

000原子力

自
社

5,771

5,520

251
95%(4.5%)

8月需給見通し

（5/18公表）

▲3185,453供給力 [万kW]

▲4425,078
需 要

（発電端１日最大） [万kW]

375
93%(7.4%)

供給力 － 需要[万kW]
使用率（予備率）

備考（差異）
最大需要発生日

実績（8/30）

※揚水は自社・他社の合計



新設電源は、全て計画通り営業運転を開始
川崎火力発電所２号系列１軸は、夏期期間中、最大出力での試運転を継続

163.8火力計

ユニット 定格出力（万kW） 試運転開始 営業運転開始

火 力

鹿島火力第７－２号 26.8 6月13日 6月29日

鹿島火力第７－１号 26.8 6月26日 7月12日

鹿島火力第７－３号 26.8 7月3日 7月19日

千葉火力第３－３号 33.4 6月28日 7月10日

川崎火力２号系列１軸 50.0 5月13日 平成25年2月（予定）

水 力 神流川２号 47 1月6日 6月7日

４今夏に向けた増設電源



最大電力の昨夏以前との比較

今夏の最大電力の水準
（※）
は、平均で平成22年実績を760万kW程度下回る

※ ７～８月の平日平均（お盆期間を除く）
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【参考】平成22年と今夏の最大電力発生日の電源運用

震災後は、原子力電源の減少により、「火力発電の高稼働」「揚水発電の稼働増・運転
時間長時間化」の傾向が顕著
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緊急設置電源

最大電力5,999万kW

【平成22年7月23日(金)】 【平成24年8月30日(木)】

最大電力5,078万kW

６



【参考】需給実績（７月）

平成24年７月

７

７月月間最大
発生日



【参考】需給実績（８月）

平成24年８月

８

8月月間最大
（今夏最大）

発生日



【参考】予備率と使用率 9

予備率（％） ＝
電気の使用量（需要）

×100
未使用分（予備力）

電気の使用量（需要）
未使用分
（予備力）

電気の使用可能量（供給力）

使用率（％） ＝ ×100

電気の使用可能量（供給力）

電気の使用量（需要）

＝


